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[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数：１、２、３、４term それぞれ約２か月 

 

・科 目 名：英語 

 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

１term １５人 国籍割合 ５：５  

２term １１人 国籍割合 ６：４(日本人)  

３term １３人 国籍割合 ５：５ 

４term １５人 国籍割合 ６：４（日本人） 

 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

土日には、学校が主催していた、ボランティアやイベントに参加していた。例えば、イベント運

営のボランティアやバンクーバーツアーなど。その他の余暇時間は、学校に行き勉強をしたり、

友達と自然のある場所へ行ったり、ホストファミリーと過ごしていた。 

 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

 Nest（食堂やコンビニのようなお店が入っており、勉強スペースもある施設）、図書館 

 

学部学科：  観光学部観光学科 学部学科： 2 年 

留 学 先：  
国： カナダ 大学/機関： 

ブリティッシュ・コロ

ンビア大学 

期   間： 

２０２３年  １月  ２日 ～ ２０２３年  ８月 １９日 

短期 ・ 中期 ・ 長期 

※○で囲んでください。 
計    ８ヶ月 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

１，２term 

１０：１５分～１７：００ 
〇 〇 〇 〇 △ Free  Free 

３，４term 

８：３０～１４：４５ 
〇 〇 〇 〇 △ Free Free 
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[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋１人で使用 

  様子：朝、夜ご飯は、一緒に食べ、夜ご飯後には一緒に映画を見ることが多かった。毎週

土曜日夜には、ホストファミリーの友達が遊びに来て、一緒に夜ご飯を食べていた。基本夜

ご飯は一緒に作ることが多かった。昼食はホストファミリーが用意してくれた。 

週末はホストファミリーと過ごすことが多く、休みの日には、ホストファミリーの親戚の家な

どに泊りがけで遊びに行くことがあった。 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと：語学力が向上していくにつれて、多国籍の友達、ホストファミリーとの会

話量が増えて、自分ことを不自由なく打ち解けられるようになり、多国籍の友達と会話す

る楽しさが生まれた。現地の観光地を巡り、今まで見たことのない景色を堪能できたこ

と。また、長期休みがあったとき、ホストファミリーがバンクーバーからフェリーの乗り継ぎ

も含め、約 5 時間の島に連れて行ってくれたこと。ホストファミリーとの関連で、現地の人

との会話が頻繁にできたこと。 

 

 苦労したこと：第一に、今まで約８か月間日本を離れる経験がなかったので、不安がとて

も大きかった。見るものすべてが初めてのことばかりで、カルチャーショックを受けること

もあった。当時は気にしていなかったが、今思い返せば、最初の１，２か月は、語学力の

向上より、環境に慣れることに必死だった気がする。カタカナ英語の発音になってしま

い、通じないこともあった。特に、L と R の発音が難しく、違う単語として理解されてしまっ

た。また、日本では、マナーなことでも、他国では失礼に当たることがあり、慣れることに

苦労した。例えば、食事の際に食器を持ち上げることなど。 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上：留学初期は、ホストファミリーとの会話でも挨拶程度で、会話が続くこと

がなかった。具体的には、文ではなく単語での会話のやり取りが多かった。しかし、帰国

間近に感じたことは、リスニング力の向上、ホストファミリーとの意見交換、自分の相談

事でさえ伝え、話し合うことができるようにまで成長した。また、分かりやすい単語を使っ

てくれていた、先生の授業でさえ理解をするのが大変だったが、今では聞き逃すこともな

く、全て会話の内容理解が可能になった。 

 

2) 専門知識の向上：画面越しで見たり、人から耳にしたりするよりも、自分で目にすること

により、感じることや理解の深まりが違った。 

 

3) 自己成長など：すぐ人に頼ることが多かったが、留学を通して、自分の力で解決する力が

付いた。自分の意見を大切にする環境で生活していたおかげで、同調圧力が無くなり、

自分の意見を伝える怖さが無くなった。日常で生活をしていると、他国の人は、自分自身

のこと、家族、友達、決して知らない人でさえ、大切にしていると強く感じたこともあり、人

の大切さに改めて気付くことができた。さらに、様々なバックグラウンド、考え方を持った

人々に出会ってきたからこそ、小さな考え方を持つのではなく、視野を広げて考えること

ができるようになった。 
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[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

 最初は自分が想像していた留学生活ではなく、現実的な状況に陥るかもしれません。しか

し、自分の努力次第によって、後悔の無い有意義な留学生活を送れると思います。留学に対

する不安や恐怖心を抱くかもしれませんが、その経験をしたからこそ、先に素晴らしい結果が

訪れると思います。 

 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） ￥１,９７０，０００ 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） ￥４０,０００ 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） ￥１００，０００ 

現地からの奨学金がある場合  

お土産代や個人的な買い物 ￥４０，０００ 

その他（   ）  

留学に関する費用の総額 ￥２，１５０，０００ 
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